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迫
町
北
方
の
長
沼
ボ
ー
ト
場
の

隣
接
地
に
昨
年
９
月
か
ら
建
設
を

進
め
て
い
た
長
沼
ボ
ー
ト
場
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
が
完
成
し
、９
月
８
日

か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

長
沼
ボ
ー
ト
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

は
、老
朽
化
し
た
長
沼
フ
ー
ト
ピ

ア
公
園
ふ
る
さ
と
交
流
館
を
解
体

し
、そ
の
跡
地
に
建
設
。東
京
五
輪

ボ
ー
ト
競
技
参
加
国
の
事
前
キ
ャ

ン
プ
や
全
国
規
模
の
ボ
ー
ト
競
技

大
会
誘
致
に
向
け
た
受
入
態
勢
の

強
化
、練
習
会
、強
化
合
宿
な
ど
の

ほ
か
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
団
体
活

動
、イ
ベ
ン
ト
開
催
を
支
援
す
る

宿
泊
施
設
を
備
え
た
拠
点
施
設
と

し
て
、事
業
費
約
６
億
円
を
か
け

て
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
木
造
２
階
建

て
で
、延
べ
床
面
積
約
９
０
０
平

方
㍍
。食
堂
、シ
ャ
ワ
ー
室
、多
目

33

的
室
を
備
え
、寝
室
は
12
畳
の
和

室
５
室
と
12
畳
の
洋
室
６
室
が

あ
り
、最
大
で
77
人
が
宿
泊
で
き

ま
す
。多
目
的
室
は
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
も
兼
ね
、ボ
ー
ト
用
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
も
完
備
し
て
い

ま
す
。

　

９
月
８
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
、市
民
や

関
係
者
ら
約
1
5
0
人
が
出
席
し

ま
し
た
。熊
谷
盛も

り

廣ひ
ろ

市
長
は「
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
は
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
地
域
の
交
流
拠
点
施
設
と
し

て
整
備
し
て
き
た
。市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
末
永
く
愛
さ
れ
、地

域
内
外
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

後
に
は
、記
念
講
演
会
を
開
催
。講

師
に
1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪

55

か
ら
３
大
会
連
続
で
男
子
マ
ラ
ソ

ン
に
出
場
し
、68
年
の
メ
キ
シ
コ

五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
君
原
健け

ん

二じ

氏
と
、陸
上
男
子
1
0
0
㍍
の
日

本
記
録
保
持
者
で
8
月
の
ジ
ャ
カ

ル
タ
・
ア
ジ
ア
大
会
男
子
4
0
0

㍍
リ
レ
ー
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
桐
生
祥よ

し

秀ひ
で

選
手（
日
本
生
命
）を

迎
え
講
演
。君
原
氏
は
マ
ラ
ソ
ン

の
歴
史
と
自
ら
の
人
生
を
振
り
返

り「
64
年
の
東
京
五
輪
は
、私
に
素

晴
ら
し
い
人
生
を
与
え
て
く
れ

た
。こ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
も
多
く

の
人
た
ち
が
交
流
し
、き
っ
と
良

い
思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
」と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。桐
生

選
手
は「
東
京
五
輪
に
出
場
で
き

た
ら
、ま
た
一
つ
人
生
が
変
わ
る

と
思
う
。誰
も
が
一
緒
に
な
っ
て

応
援
し
て
く
れ
る
の
が
五
輪
。陸

上
競
技
を
見
て
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
、東
京
五
輪
で
も
結
果

を
出
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
、東
京
五
輪
が
開

催
さ
れ
る
日
本
に
、世
界
中
の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
注
目
し
て

い
ま
す
。市
は
、今
回
完
成
し
た
長

沼
ボ
ー
ト
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
積

極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、東
京
五
輪

ボ
ー
ト
競
技
参
加
国
の
事
前
キ
ャ

ン
プ
や
全
国
規
模
の
ボ
ー
ト
競
技

大
会
の
誘
致
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

22

44

11

1オープニングセレモニーでは、関
係者がテープカットし、完成を祝い
ました2完成した長沼ボート場クラ
ブハウス外観3式典に先立ち、佐沼
中学校体育館で桐生選手との交流事
業を開催。市内の陸上競技に打ち込
む小中学生約150人が指導を受けま
した4君原氏による記念講演5８月
のジャカルタ・アジア大会男子400㍍
リレーの金メダルを掲げる桐生選手
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Interview　　内覧会参加者に聴くInterview　　利用者に聴く

施設ガイド
利用料金利用料金

利用に関する問い合わせ

☎

長沼ボート場クラブハウス所在地

和室 デッキテラス多目的室（トレーニングルーム）

食堂

厨
ちゅう

房
ぼ う

ラウンジ ユニットバス洋室

１室12 畳の洋室は、８人部屋。２
段ベッド４台設置。

屋外にあるデッキテラス。合宿や
会議の休憩スペースに。

天井が高く開放的な食堂。

冷蔵庫、炊飯器、食器などが完備。

木のぬくもりを感じる、くつろぎ
の空間。

シャワー室

シャワー室は、男性６室、女性４室。男女別にユニットバスが１室ずつ、
全自動洗濯機が２台ずつ完備。

多目的室は、会議設備も充実（定員30 人）。ボート用トレーニング機器
（ローイングエルゴメーター10台、ワットバイク２台）も完備。

１室12畳の和室は、５人部屋として使用。仕切り壁を外して60畳の大
広間として使用することも可能。



07 062018.11

中総体
新人戦
2018

●男子の部
①豊里Ａ＝１時間３分49秒＝②佐沼
Ａ③米山Ａ
●女子の部
①佐沼Ａ＝47分33秒＝②中田Ａ③佐
沼Ｂ
●男子区間
（１区）①松浦奎大（東和Ａ）９分37秒
②遠藤悟（佐沼Ａ）③永浦暖人（豊里
Ａ）
（２区）①加美山修平（豊里Ａ）10分39
秒②小野寺祐樹（中田Ｂ）③及川智也
（東和Ａ）
（３区）①島尾悠生（豊里Ａ）10分19秒
②千葉勇大（新田Ａ）③佐藤陽向（米山
Ｂ）
（４区）①菅原悠磨（中田Ｂ）８分35秒
②千葉天昇（石越Ａ）③千葉秀（米山
Ａ）
（５区）①粕谷琉斗（中田Ｃ）11分17秒
②武山英志（米山Ａ）②伊　奏斗（中田
Ａ）
（６区）①及川凌平（米山Ａ）11分19秒
② 田陸斗（中田Ｂ）③小野寺純人（中
田Ａ）
●女子区間
（１区）①内海菜羽（中田Ａ）10分54秒
②大田沙織（佐沼Ａ）③只野美夢（新田
Ａ）
（２区）①大田菜央（佐沼Ａ）８分13秒
②小野寺桃花（中田Ａ）③武田小町（東
和Ａ）
（３区）①小林凜衣（中田Ａ）８分19秒
②浅野美咲（佐沼Ａ）③佐々木美桜
（登米Ａ）
（４区）①佐藤萌野（佐沼Ａ）７分50秒
②千葉心愛（中田Ａ）②細浦琴美（佐沼
Ｂ）
（５区）①千枝はな（佐沼Ａ）12 分２秒
②千葉由香子（米山Ａ）③野家羽夏（中
田Ａ）

新
た
な
る
挑
戦

　
「
平
成
30
年
度
登
米
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会
」は
９
月
29
、

30
日
、「
平
成
30
年
度
登
米
市
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
」は
９
月
６
日
に

そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、各
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

各
種
目
で
上
位
入
賞
し
た
個
人
、団
体
は
、10
月
に
県
内
各
地
で
開

か
れ
る
県
大
会
に
出
場
す
る（
一
部
種
目
は
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
経
る
）。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

●
野
球

①
中
田
②
登
米
③
米
山
③
南
方

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
女
子
①
佐
沼
・
米
山
・
鹿
折
合

同
②
中
田
③
津
山

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
女
子
①
佐
沼
②
新
田・
豊
里・
津

山
合
同
③
東
和
③
米
山

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
登
米
②
中
田
③
米
山
③

豊
里

▼
女
子
①
登
米・
米
山
合
同
②
中

田
③
佐
沼

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
団
体
①
東
和
②
中
田
③
豊

里▼
女
子
団
体
①
南
方
②
登
米
③
中

田
③
米
山

▼
男
子
個
人
①
及
川
純
、千
葉
柊

（
東
和
）②
猪
股
悠
代
、後
藤
蓮（
東

和
）③
松
野
直
季
、早
坂
向
矢（
中

田
）③
小
野
寺
祐
樹
、伊
藤
大
智

（
中
田
）

▼
女
子
個
人
①
佐
々
木
麻
凜
、菅

原
風
華（
南
方
）②
大
友
う
ら
ら
、

阿
部
歩
美（
東
和
）③
佐
藤
愛
莉
、

鈴
木
琉
月（
登
米
）③
千
葉
憂
菜
、

堅
岡
叶
梨（
登
米
）

●
卓
球

▼
男
子
団
体
①
中
田
②
佐
沼
③
豊

里▼
女
子
団
体
①
東
和
②
佐
沼
③
中

田▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
角
田
陽
翔

（
佐
沼
）②
佐
々
木
翔
成（
中
田
）③

菅
原
正
斐（
佐
沼
）③
佐
藤
悠
月

（
佐
沼
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
佐
々
木
百

花（
南
方
）②
榊
原
愛（
佐
沼
）③
後

藤
優
奈（
東
和
）③
及
川
遥（
東
和
）

●
サ
ッ
カ
ー

①
石
越
②
中
田
③
南
方

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▼
男
子
団
体
①
東
和
②
中
田
③
佐

沼▼
女
子
団
体
①
南
方
②
東
和
③
中

田▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
佐
藤
悠
聖

（
東
和
）②
水
野
康
助（
中
田
）③
千

葉
柊
斗（
米
山
）③
及
川
紘
次
郎

（
佐
沼
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
千
葉
萠
香

（
南
方
）②
松
浦
真
菜（
東
和
）③
本

間
綺
乃（
佐
沼
）③
佐
藤
日
向（
登

米
）

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
①
阿
部
豊
、森

田
大
斗（
中
田
）②
鈴
木
空
良
、千

葉
泉
希（
東
和
）③
小
山
田
智
典
、

佐
々
木
仁（
東
和
）③
石
川
伶
、千

枝
紘（
佐
沼
）

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
①
岩
渕
新
、伊

藤
和
奏（
東
和
）②
田
口
朋
佳
、田

口
未
空（
南
方
）③
高
橋
瑞
香
、後

藤
凜（
南
方
）③
大
塚
遥
奈
、遠
藤

亜
弥
香（
中
田
）

●
柔
道

▼
男
子
団
体
①
佐
沼
②
豊
里

▼
女
子
団
体
①
豊
里
②
南
方

▼
男
子

▼
50
㌔
級
①
佐
藤
篤
希（
南
方
）②

浅
野
昊
明（
佐
沼
）③
髙
梨
暁（
中

田
）

▼
60
㌔
級
①
佐
々
木
悠
騎（
南
方
）

②
堀
内
敢
太（
佐
沼
）③
阿
部
晃
也

（
佐
沼
）

▼
73
㌔
級
①
髙
橋
駿
太
朗（
米
山
）

②
渡
邉
亮
介（
豊
里
）③
遠
藤
太
貴

（
豊
里
）

▼
73
㌔
超
級
①
鎌
田
大
蔵（
佐
沼
）

②
刈
谷
大
芽（
佐
沼
）③
渥
美
蓮

（
豊
里
）

▼
女
子

▼
48
㌔
級
①
阿
部
マ
リ
ア（
米
山
）

②
千
葉
冬
華（
豊
里
）③
佐
々
木
綺

琉（
豊
里
）

▼
48
㌔
超
級
①
鈴
木
稚
菜（
南
方
）

②
佐
々
木
歩
美（
南
方
）③
佐
藤
遥

菜（
豊
里
）

●
剣
道

▼
男
子
団
体
①
中
田
②
津
山
③
新

田▼
女
子
団
体
①
佐
沼
②
石
越

▼
男
子

▼
１
年
①

田
翔
海（
中
田
）②
山

内
晴
瑠（
中
田
）③
柴
崎
拓
真（
南

方
）③
伊
藤
暁（
南
方
）

▼
２
年
①

田
陸
斗（
中
田
）②
鈴

木
貫
太（
中
田
）③
佐
藤
大
翔（
新

田
）③
阿
部
真
道（
津
山
）

▼
女
子

▼
１
年
①
阿
部
弘
恵（
佐
沼
）②
鈴

木
里
菜（
佐
沼
）③
白
旗
紗
佳（
中

田
）③
三
浦
愛
優
美（
佐
沼
）

▼
２
年
①
及
川
星
空（
佐
沼
）②
小

野
寺
若
菜（
中
田
）③
白
石
さ
く
ら

（
新
田
）

市中学校駅伝競走大会結果
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　「クド（かまど）を使ったアウトドアクッキング」は９
月11 日、登米総合産業高（大内栄

えい

幸
こ う

校長、生徒590人）で
開かれ、電気科３年の生徒８人が参加しました。
　アウトドアクッキングは、地域課題を研究する「起業
実践」授業の一環で、七面鳥やカモなどを気軽に焼ける
ようにすることで、特殊肉の消費拡大やブランド化に
つなげたいと実施。参加した高橋千

ち

怜
さと

さん＝登米町岡
谷地＝は「クドはコンクリートブロックを組み立てる
のでレンガより安く作れ、大きな食材も焼くことがで
きます。楽しく気軽にできるので、いろんな人に広めた
い」と話していました。

アウトドアクッキングの手始めにピザ焼きに挑戦。今後は、北京
ダック、タンドリーチキンや七面鳥の調理を予定しています。

　「第10 回登米市こどもまつり」は９月23日、迫体育館
および迫公民館で開かれ、多くの親子連れでにぎわい
ました。
　会場は、ステージイベント、キッズサッカー、人形劇
のコーナーなどが設けられ、終始子どもたちの笑い声
であふれていました。子ども２人と夫婦で訪れた星佑

ゆう

弥
や

さん（32）＝迫町品の浦＝は「娘が生まれてから毎年
来ているので、今年で５回目の参加になります。娘たち
は工作が好きなので『作ってあそぼうコーナー』を楽し
みました。子どもが楽しめるイベントがあることは、親
としてもうれしいですね」と笑顔をみせていました。

折り紙ハンドスピナー作りに夢中になる子どもたち。完成が近づ
くと、思わず笑顔がこぼれていました。

お囃
は や

子
し

の笛や太鼓の音色が響き渡り、山車は九日町町内会が３
年連続で最高賞の「風流大賞」を受賞しました。

　340年以上の伝統を誇る「とよま秋まつり」（登米秋ま
つり協賛会主催）は９月15、16の両日、登米地域内で開
かれ、薪能、神楽大会や山車の行進など、さまざまな催
しに大勢の見物客が訪れました。
　「山車総見審査会」には、歌舞伎の演目やアニメなど、
趣向を凝らした山車９基が登場。家族で来場した相原
貫
かん

太
た

くん（８）＝仙台市＝は「お母さんの実家が登米な
ので毎年来ています。どの山車も迫力がある。表情も細
かく作っていてすごかった」と目を輝かせていました。
まつりは、1675（延宝３）年から始まったとされ、県指
定無形民俗文化財に指定されています。

　「トライデントオサベフーズの登米市への立地に関
する協定式」は９月３日、市役所迫庁舎で開かれ、市は
水産加工業トライデントオサベフーズ（鈴木幸

こう

一
い ち

社長）
と新工場建設の立地協定を結びました。
　協定には、新工場建設の工事が円滑に進むように支
援することや地元からの雇用に配慮することなど、操
業の開始に向けて相互に協力していく内容が盛り込ま
れています。熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長は「企業誘致活動が実を結び
大変喜ばしい。水産加工業が加わり、地域経済の活性化
や食品関連産業の発展を期待している」と話しました。
操業は平成31年３月を予定しています。

協定書を手にする熊谷市長（左）と鈴木社長。鈴木社長は「新工場
では人材の雇用などに協力していきたい」と語りました。

　「Cafe Spinning（つむぎかふぇ）」（つぐかふえ主催、
佐藤裕

ひろ

枝
え

代表理事）は９月15 日、迫町にある就労支援
センターつなぐで開かれ、障がい者やその家族、福祉関
係者らなど約30人が参加しました。
　カフェでは、石巻赤十字病院神経内科の加藤量

かず

広
ひ ろ

医
師が、てんかんと就労について講話。「発作と障がいは
人により違うため、本人に合った就労機会が与えられ
るべき」と述べました。佐藤代表理事は「障がい者を障
がいがあると思わず、一人の人間として接してほしい。
全てではなく、困っていることを中心にみんなでサポ
ートできる環境につなげられれば」と話していました。

就労支援センターつなぐでは、障がい者の就労移行支援のほか、
日常生活などに悩みを持つ人を対象にしたカフェを毎月開催。

デクセリアルズなかだ事業所のブースでは、ＬＥＤ電球を入れ
て作ったペットボトルのランタンに飾り付けを楽しみました。

　「第14 回登米市産業フェスティバル」は９月30日、迫
体育館および迫中江中央公園で開かれ、約60社の市内
企業が参加し、最新の技術や製品を紹介しました。
　体育館内の企業ブースには、各社で製造している製
品の展示や体験コーナーが、屋外には油麩

ふ

はっとや牛
串などの飲食コーナーが設けられ、雨天にもかかわら
ず約７千人の来場者でにぎわいました。スタンレー宮
城製作所のブースで、ねじ締め体験をした佐々木孝

たか

志
し

さん（65）＝石巻市＝は「電動ドライバーを使うのが難
しかった。初めて来ましたが、さまざまな企業がありま
すね」と企業の技術に驚いていました。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、建
設
部
住
宅
都
市
整
備
課

ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送（
12
月
10

日
ま
で
の
消
印
の
も
の
）し
て
く

だ
さ
い

11
月
11
日（
日
）午
前
９
時

〜
午
後
４
時

12
月
23
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午

建
設

部
住
宅
都
市
整
備
課（
都
市
整
備

係
）

〒
９
８
７
―
０
６
０
２
／
登
米
市

中
田
町
上
沼
字
西
桜
場
18

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

０
２
２
０（
３
４
）３
４
４
８

米
山
町
中
津
山
字
筒ど

う

場ば

埣ぞ
ね

地
内

全
13
区
画

▼
転
入
世
帯
＝
11

区
画
▼
市
内
在
住
世
帯
＝
２
区
画

❶
転
入
世
帯
＝
本
人
お
よ
び
同
居

し
よ
う
と
す
る
人
の
い
ず
れ
か

が
、土
地
取
得
の
契
約
日
ま
で
に

３
年
以
上
本
市
以
外
に
住
所
が
あ

り
、契
約
日
以
後
に
定
住
の
意
志

を
持
っ
て
本
市
に
転
入
す
る
人

❷
市
内
在
住
世
帯
＝
❶
の
転
入
世

帯
以
外
で
、本
人
、配
偶
者
の
ど
ち

ら
か
が
40
歳（
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
が
い
れ
ば
45
歳
）以
下
の
人

※
単
身
世
帯
は
購
入
で
き
ま
せ
ん

▼
契
約
日
か
ら
３
年
以
内
に
自
ら

が
居
住
す
る
住
宅
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
▼
10
年
間
は
転
売
・
転
貸
し

な
い
こ
と
▼
土
地
の
形
状
を
変
更

し
な
い
こ
と

11
月
２
日（
金
）〜
12

月
10
日（
月
）（
土
日
、祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）

各
総
合
支
所
市
民
課

に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市
公
式

　

市
で
は「
第
３
次
登
米
市
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
・行
動
計
画
」

と
し
て
、誰
も
が
活い

き
生い

き
と
暮

ら
せ
る
登
米
市
を
築
く
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、よ
り
効
果
的
な

取
り
組
み
に
す
る
た
め
、市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
の
発
展
と
市
民
福

祉
向
上
を
目
指
し
て
、通
院
、通

学
、買
い
物
な
ど
、日
常
生
活
を
支

え
る
公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
、公
共
交
通
に
関

す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
も
併
せ
て

実
施
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
た
際
は
、趣

旨
を
ご
理
解
の
上
、協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
者
は
、18
歳

以
上
の
市
民
の
中
か
ら
無
作
為
に

抽
出
し
ま
す
。無
記
名
回
答
方
式

で
す
の
で
、個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん11月

１
日（
木
）〜
16

日（
金
）

企
画
部
市
民
協
働

課（
市
民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

12
月
２
日（
日
）

◉

「
好
感
度

Ｕ
Ｐ
の
会
話
術
」

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

青

山
奈な

津つ

子こ

氏午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
＝
午
前
９
時
30
分
）

◉

「
登
米
発
信

ソ
ン
グ
で
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」

▼
１
対
１
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
タ
イ
ム（
午
前
11
時
30
分
〜
午

後
０
時
30
分
）▼
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー（
午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30

分
）

※
清
水
バ
ン
ド
ミ
ニ
ラ
イ
ブ（
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
）

■

ホ
テ
ル
ニュ
ー
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

男
性
＝
５
千
円
、女
性

＝
３
千
円

【

男
女
各
15
人

20
〜
30
歳
代
の
独
身
男

女（
セ
ミ
ナ
ー
参
加
必
須
）

11
月
20
日（
火
）午
後

６
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ピ
ふ

る
ネ
ッ
ト（
千
葉・伊
藤
）

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、市
内

在
住
者
ま
た
は
勤
務
者
を
優
先
し

ま
す
。た
だ
し
、女
性
は
そ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
は
、独
身
の
皆

さ
ん
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る

も
の
で
あ
り
、個
別
に
交
際
、結
婚

相
手
を
紹
介
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん

　

平
成
29
年
度
に
完
成
し
た
優
良

な
工
事
の
施
工
業
者
、技
術
者
の
表

彰
式
が
７
月
20
日
、迫
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。市
発
注
分
か
ら

は
10
社・技
術
者
11
人
が
、市
水
道

事
業
所
発
注
分
か
ら
は
４
社・技
術

者
４
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◉▼
伊
藤
組（
伊
藤
亘
）＝
皆
川
享
▼

共
立（
鈴
木
久
也
）＝
鈴
木
司
▼
菅

慶（
菅
原
慶
一
）＝
小
野
浩
二
▼
鈴

亀
建
設（
鈴
木
隆
一
）＝
渡
邊
大
介

▼
鈴
哲
土
建（
鈴
木
哲
雄
）＝
鹿

野
洋
一▼
大
伸
建
設（
佐
藤
剛
）＝

金
田
雅
俊
▼
大
伸
建
設（
佐
藤
剛
）

＝
浅
野
孝
行
▼
髙
節
土
建（
髙
橋

力
）＝
佐
々
木
誠
▼
丸
昭
建
設
興
業

（
佐
々
木
秀
之
）＝
佐
々
木
悟
▼
三

浦
建
設（
三
浦
正
喜
）＝
佐
々
木
利

雄
▼
門
間
工
務
店（
門
間
幸
一
）＝

門
間
和
幸

◉菅
慶（
菅
原
慶
一
）＝
阿
部
博
文
▼

大
伸
建
設（
佐
藤
剛
）＝
浅
野
涼
▼

渡
辺
商
事（
渡
邊
彊
）＝
渡
邊
潤
▼

渡
辺
土
建（
渡
辺
光
悦
）＝
笠
原
勝

弘

　

登
米
市
Ｐ
Ｒ
動
画
第
３
弾「
ア

ス
リ
ー
ト
四
人
衆
と
登
米
市
の
登

米
師
！
登
米
無
双
３ 

ト
メ
ら
れ

ぬ
市
民
の
愛
篇
」の
完
成
披
露
発

表
会
を
10
月
４
日
に
登
米
祝
祭
劇

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
作
は
本
市
Ｐ
Ｒ
動
画「
登
米

無
双
」シ
リ
ー
ズ
の
世
界
観
を
生

か
し
つ
つ
、多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
出
演
し
、こ
れ
ま
で
以
上
に

「
う
ま
し
、た
く
ま
し
、登
米
市
」の

魅
力
を
発
信
す
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。動
画
は
、市
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
お
よ

び
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス「
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」で
配
信
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企
画
部
企
画
政
策

課（
移
住
・
定
住
促
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１
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市
民
お
よ
び
そ
の
愛
犬

（
中
型
犬
ま
で
）

実
技
指
導
や
し
つ
け
方
の

個
別
相
談
な
ど

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

日
本
警
察
犬
協
会
公
認
訓

練
士 

松
本
章あ

き
ら

氏

各
会
場
７
組（
聴
講
は
20

人
ま
で
）

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
の
場

合
は
、氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、受

講
希
望
会
場
、参
加
予
定
人
数
、愛

犬
の
名
前
を
記
入
の
上「
し
つ
け
方

教
室
受
講
希
望
」と
明
記
し
、申
し

込
み
く
だ
さ
い

　

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
税
金

は
、教
育
、保
健
衛
生
、上
下
水
道
、

産
業
、警
察
、消
防
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、東

日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
に
も
使

わ
れ
て
い
る
、私
た
ち
の
暮
ら
し

を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

県
と
市
町
村
は
、税
金
を
公
平

に
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
、11
〜

12
月
の
２
カ
月
間
を「
宮
城
一
斉

滞
納
整
理
強
化
月
間
」と
し
て
、税

金
滞
納
者
へ
の
徴
収
対
策
を
強
化

し
ま
す
。期
間
中
は
、税
金
滞
納
者

に
文
書
催
告
、勤
務
先
・
取
引
先
な

ど
へ
の
財
産
調
査
、自
宅
な
ど
の

捜
索
、預
貯
金
・
給
与
・
不
動
産
な

ど
の
差
し
押
さ
え
や
自
動
車
の
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
、徴
収
対
策
を

集
中
し
て
実
施
し
ま
す
。税
金
は

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
て
く
だ

さ
い
。

▼
県
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域

事
務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
４

▼
県
総
務
部
税
務
課（
納
税
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
２
６

▼
総
務
部
収
納
対
策
課（
徴
収
対

策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９☎

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
若
者

の
交
流
促
進
に
よ
る
市
の
活
性
化

を
目
的
に
、若
者
が
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
出
し
合
い
、未
来
の
登
米
市

の
姿
や
在
り
方
を
検
討
す
る「
登

米
市
若
者
交
流
活
性
化
会
議
」の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

委
員
希
望
者
に
は
、応
募
用
紙

各
開
催
日
の
３
日
前

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）市

民

生
活
部
環
境
課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp

を
送
付
し
ま
す
の
で
、教
育
委
員

会
教
育
部
生
涯
学
習
課（
生
涯
学

習
推
進
係
）ま
で
、電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

20
〜
40
歳
代
ま
で
の
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

❶
公
共
的
活
動
を
し
て
い
る
人

❷
市
内
在
住
の
人

❸
勤
務
先
が
市
内
の
人

11
月
８
日（
木
）教

育

委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課（
生

涯
学
習
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

死syogaigakusyu@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

宮
城
県
知
事
か
ら
認
定
さ
れ
た

県
防
災
指
導
員
に
対
し
、防
災
に

関
す
る
知
識
や
技
能
の
習
得
を
推

進
し
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

自
覚
を
高
め
、地
域
に
お
け
る
自

主
防
災
組
織
の
活
性
化
と
地
域
の

防
災
力
を
向
上
す
る
こ
と
が
目
的

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

12
月
２
日（
日
）午
前
９
時

〜
午
後
５
時

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

50
人
程
度

宮
城
県
防
災
指
導
員

認
定
者

無
料11

月
２
日（
金
）】総

務

部
防
災
課（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

※
上
記
日
程
の
ほ
か
、県
内
各
市

町
で
も
、受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、県
総
務
部
危
機
対

策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

　

平
成
31
年
度
の
登
米
市
振
興
総

合
補
助
金（
み
や
ぎ
の
水
田
農
業

改
革
支
援
事
業
・
園
芸
特
産
重
点

強
化
整
備
事
業
）の
事
業
要
望
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、対
象
経
費
な
ど
を

確
認
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

◉

営
農
集
団（
３
戸

以
上
）、農
地
所
有
適
格
法
人
な

ど

水
稲
、麦
、大
豆
、飼

料
作
物
な
ど

規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書（
１
社
）、カ
タ
ロ
グ

類
、作
付
計
画
図

※
既
存
の
機
械
・
施
設
の
更
新
は

対
象
外
で
す

◉

農
協
園
芸
特
産
関

係
部
会
、農
業
法
人
、任
意
組
合

（
３
戸
以
上
）な
ど

イ
チ
ゴ
、キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ネ
ギ

類
、ソ
ラ
マ
メ
、タ
マ
ネ
ギ
、キ
ャ

ベ
ツ
、ナ
ス
、カ
ボ
チ
ャ
、ニ
ラ
、ニ

ン
ニ
ク
、ス
プ
レ
ー
菊
、小
菊
、ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、ス
ト
ッ
ク
、リ
ン

ゴ
、シ
イ
タ
ケ
、木
炭

規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書（
１
社
）、カ
タ
ロ
グ

類
、施
設
位
置
図

※
機
械
・
施
設
の
更
新
、既
存
施
設

の
追
加
導
入
は
、対
象
外
で
す

11
月
16
日（
金
）産

業

経
済
部
農
産
園
芸
畜
産
課（
農
産

園
芸
振
興
係
）　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

▶

▶

▶
▶

▶

① ▶
▶

▶

⑩ ⑪

■

■

11
月
18
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午】消

防
防
災
セ
ン
タ
ー

30
人（
先
着
順
）

11
月
12
日（
月
）

消
防
署
、各
出
張
所

に
あ
る
受
講
申
込
書
を
提
出
す
る

か
、電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

】消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９
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☎

❶
▶

❷
▶

㊊
 ☎

㊌
 ☎

㊋
 ☎

㊍
☎

㊎
 ☎

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育

て
る
た
め
に
、正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
る
妊
婦
対
象
の
教
室
を
、

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
参
加
前
日
ま
で
に
、電
話
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
の
予
約
が
必
要

で
す

11
月
15
日（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

母
子
手
帳
、筆
記
用
具

▼
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂

（
実
技
）▼
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
▼

妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
体
験

（
実
技
）な
ど

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

糸kenkosuisin@
city.tom

e.

　

☎

  ◉診療時間　9:00～17:00
  （受付16:30まで）
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

㊏
☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊎
☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉

◉ ☎
◉ ☎

☎

☎

通
常
検
査
も
で
き
ま
す

11
月
29
日（
木
）午
前
９
時

〜
11
時

登
米
保
健
所（
１
階
ク
リ

ニ
ッ
ク
室
）

登
米

保
健
所（
疾
病
対
策
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
９

】11
月
17
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時

宮
城
県
立
循
環
器
・
呼
吸

器
病
セ
ン
タ
ー（
栗
原
市
瀬
峰
根

岸
55
―
２
）

▼
健
康
相
談
▼
健
康
講
座

▼
手
洗
い
・
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

体
験
コ
ー
ナ
ー
▼
健
康
度
チ
ェ
ッ

ク
な
ど

】宮
城
県
立
循
環

器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー（
地
域
医

療
連
携
係
）

☎
０
２
２
８（
３
８
）３
１
５
１

◉
　この方針は、整理・合理化計画ではなく、まち（地
域）の未来を創っていくために、公共施設などの再
生・創生を目指し、マネジメントするための基本計画
と位置付けています。
　次の３つの視点を基本方針に、将来の財政負担の
軽減や平準化に努め、本市のまちづくりや市民生活
を支える最適な配置を目指します。
◉
◆ ・・・持続的な財産運営のために、
市民が生活する上で、重要な機能を有する施設や設
備の長寿命化に配慮します。
◆ ・・・変化するさまざまな市民

ニーズに対応し、まちづくりを支える施設を整備し
て、公共施設の多機能・複合化などにより、将来の財
政状況などを見据えた建築物の総量を管理します。
◆ ・・・地域や市全体の施策推進や
課題解決に向け、民間活力の導入などさまざまな効
果が創出されるように、財産の有効活用を推進して
いきます。
◉
　これらの３つの視点から、これからのまちづくり
を支える拠点施設の整備を進め、公共施設の多機能・
複合化により、機能を維持させながら統合、集約し、
保有総延床面積を20年間で25％（12 万4 千平方㍍）縮
減し、37 万４千平方㍍を目標とします。

　高度経済成長期に集中して整備した施設の老朽化
が進み、その対応に必要なコストが今後一気に集中
し、人口減少による厳しい財政状況下では対応が困
難な状況に陥ります。また、少子高齢化が進み建設時
から住民ニーズも大きく変化しています。
　こうした中、将来の登米市を担う子どもたちへ、よ
り良い形で引き継いでいくために、経営的な視点と
全国の事例を通して、なぜ公共施設マネジメントが
必要かを考えるため、勉強会を開催します。

11月１日（木）午前10 時～正午（午前９時30 分
から受け付け）

登米祝祭劇場（大ホール）
登米市民、登米市議会議員、登米市職員

日本PFI・PPP 協会業務部長（一級建築士）寺沢
弘
ひろ

樹
き

氏（元千葉県流山市ファシリティマネジメント推
進室長）

無料
❶電話、ファクシミリまたは電子メールで、

氏名、住所または社名（所属）、電話番号を連絡ください
❷市公式ホームページから申し込みください

総務部総務課（財産係）
〒987－0511
登米市迫町佐沼字中江２－６－１
☎0220（22）2091
0220（22）3328

糸 somu-somu@city.tome.miyagi.jp　

m
iyagi.jp

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
は
、早
期
に
発

見
し
治
療
す
る
こ
と
で
、死
に
至

る
病
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
を
機
に
、検
査
を

し
た
日
に
結
果
が
分
か
る
Ｈ
Ｉ

Ｖ
・
エ
イ
ズ
迅
速
検
査
を
受
診
く

だ
さ
い
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
厳
守
し
、原

則
無
料
・
匿
名
で
受
検
で
き
ま
す

※
前
日
ま
で
に
事
前
電
話
予
約
が

必
要
で
す
。迅
速
検
査
の
ほ
か
に
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迫
　「第64回登米市はさま女性のつどい」（同実行委員会主
催、高橋信

のぶ

子
こ

実行委員長）は９月８日、迫公民館で開かれま
した。
　女性のつどいは、参加者の交流と意見交換、連帯意識を高
めることが目的。今年は身近な課題である地域医療をテー
マに、登米市民病院の松本宏

ひろし

院長と看護部長の講話やレク
リエーションインストラクターから転倒予防運動などを学
び、意見交換しながら健康意識を高めました。

登米
　「登米中学校運動会」は９月２日、登米中学校（小野寺 
彰
しょう

哉
や

校長、生徒108人）で16 年ぶりに開かれ、生徒らが元
気よく競技に参加しました。
　運動会は、16 年前に実施していた種目を生徒が調べて
再現。背中渡り、ムカデ競争や障害物競争などで競いまし
た。また、地域住民の指導を受け披露された、とよま囃

ばや

子
し

踊りには保護者も参加し、生徒と一緒に運動会を楽しんで
いました。

東和
　「綱木之里大名行列」は９月16日、東和町米川の市街地
で開かれ、大名行列保存会の会員や米川八幡神社氏子役員
のほか、近隣の子どもたちが参加しました。
　大名行列は約450年伝承されている、市指定の無形民俗
文化財。奴

やっこ

の威勢のいい掛け声とともに、長さ３㍍を超える
毛
け

槍
やり

と呼ばれる長槍を投げ渡す「お取り替え」や鮮やかな衣
装を身にまとった稚児行列に、観客から大きな拍手と歓声
が送られていました。

中田

豊里
　秋の交通安全運動「豊里地区合同出発式」は9月21日、Ｊ
Ａみやぎ登米豊里支店前で行われ、豊里町交通安全母の会
や交通安全協会豊里支部など、関係者50人が参加し、交通
安全を呼び掛けました。
　交通安全運動では、手作りの折り鶴短冊に無事故の願い
を込め、信号待ちのドライバーに配付する「短冊無事故作
戦」を実施。「着ぐるみ作戦」ではサルとトラの２匹が、ドラ
イバーに手を振って交通安全をアピールしました。

石越
　「石越地区市民登山」（石越コミュニティ運営協議会・登米
市石越地区体育協会・登米市スポーツ少年団石越支部・いし
こしENJOYクラブ主催）は8月26日、栗駒山で開かれ、石
越地区の住民など24人が参加し、登山を通じて親睦を深め
ました。
　当日は、雨が降ったりやんだりとあいにくの天候のため、
頂上まで登ることはできませんでしたが、声を掛け合いな
がら、登山ならではの連帯感を共有しました。

津山
　「健康マージャンの会」（登米市社会福祉協議会津山支所
主催）は、高齢者の趣味活動を支援するため、昨年11月から
毎週水曜日に津山老人福祉センターで開催し、参加者同士
が交流を楽しんでいます。
　参加者の中には未経験者も多く、アドバイスを受けなが
ら挑戦する人も。「認知症予防になるから」と週１回の開催
を楽しみにしています。また、第２・４水曜日には手芸教室
を開き、小物作りも実施しています。

米山
　「第12回丸山杯少年相撲大会」（登米市米山相撲協会・道の
駅米山ふる里センターＹ・Ｙ・第３代横綱丸山関顕彰会主催）
は９月９日、道の駅米山にある相撲場で開かれ、県内各地の
小・中学生約50人が参加しました。
　相撲大会は、米山町出身で第３代横綱、丸山権太左衛門の
顕彰、相撲の普及・発展や児童・生徒の健全育成が目的。熱の
こもった迫力ある取り組みに、観客席から大きな声援と拍手
が送られていました。

南方
　西郷小学校（小野寺由

ゆう

子
こ

校長、児童89人）の「秋の交通安
全教室」は９月20日、秋の交通安全市民総ぐるみ運動に合
わせて実施されました。
　教室は交通ルールを守ることの大切さや安全な自転車の
乗り方を理解し、交通事故に遭わないようにすることを目
的に開催。１、２年生は正しい歩行、３年生以上は、自転車の
安全な乗り方を周辺道路で体験しました。子どもたちは、緊
張しながらも楽しく交通ルールを学びました。

TOWNS TOPICS

　「第12回上沼コミュニティ体育祭」（上沼コミュニティ運
営協議会主催、浅野盛

せい

志
し

会長）は９月16日、上沼小学校で開
かれ、約1100人が参加し、心地よい汗を流しました。
　体育祭は、行政区対抗で実施され、親子で協力しながらパ
ン食い競争やあめ玉探しをする親子リレー、二人三脚でゴー
ルを目指すデカパンリレーなど、世代を問わず楽しめるユ
ニークな８種目で競いました。参加者は、運動を通して地域
の交流を深めながら、スポーツの秋を満喫していました。
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Monthly Hot Communication

Health Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

11月８日は、いい歯の日です。
ミヤギテレビ「ＯＨ！バンデス」でおなじみの
佐藤育

いく

美
み

さんと地元のシンガーソングライ
ター泉忠

ただ

伸
の ぶ

さん、かおるさんたちとともに気軽
に楽しめるコーナーなど、市民の皆さんの歯と
歯肉の健康に役立つ楽しいイベントを開催し
ます。

11月10日（土）午後２時～４時
イオンタウン佐沼セントラルコート
登米市歯科医師会

かさま第２歯科医院
 ☎0228（34）3887

　2017年に出版された児童書を展示します。この機
会に子どもたちを夢中にさせる児童書の世界をのぞ
いてみませんか。おはなし会も開催しますので、ぜ
ひ家族みんなで参加ください。

11月９日（金）～18日（日）午前９時～午後５時
登米図書館　 約200冊

11月14日（水）午前10時30分～11時
11月15日（木）午前10時30分～11時、午後３時～３時
30分
※秋のおはなし会は登米公民館で開催します

登米図書館　☎0220（52）5330

　知識、教養、文化の向上や資源の有効活用のた
め、閲覧期間が過ぎた雑誌を無償で提供します。

10月27日（土）午前10 時～午後３時
中田生涯学習センター（２階学習室）

１人５冊まで（持ち帰り用の袋をご持
参ください）

迫図書館
☎0220（22）9820
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Dream
Monthly Hot Communication

2017年１月28日生まれ
迫町・駒木　美砂さんの長女

ちゃん（１歳）

よくしゃべり、よく笑い、これからも
すくすく元気に成長してね。

Young
Monthly Hot Communication

　161㌢でＢ型です。
　迫町で農産物の生産・出荷をして

いる、はさま自然村で働いています。仕事は、
農家の皆さんの連絡調整や出荷に関わるこ
とを担当しています。いつも新鮮でおいしい
野菜を届けたい気持ちで仕事をしています。

　好奇心が旺盛です（笑）。いろ
いろなことに興味を持ちますね。

音楽ですね。和太鼓は小学４年か
ら、今も続けています。とよま日根牛太鼓「桜
乃会」に所属し、登米太鼓フェスティバルや
地元の秋まつりで演奏しています。そのほか
にも、三味線やギターも弾きますね。以前は、
仙台で弾き語りのライブをしたこともあり
ます。

　現在はライブをしていませんが、
たまに作曲もしています。詩を書いたり、楽
器を弾いたりするのが好きだったので、形に
したいと思い作曲するようになりました。母
とカフェに行くのも好きで、コーヒーを飲み
ながら時間を忘れて話しています。

登米公民館で実
施している「とよまびと」というボランティ
アの人材バンクに登録しています。民謡に興
味を持ち独学で覚えたので、地域の敬老会な
どから依頼がきたときは、民謡や懐かしい曲
などを歌っています。日程が合わず行けない
こともありますが、これからも続けていきた
いですね。

　大きな災害もない
ので、安心して暮らせるまちだと思います。
落ち着いた雰囲気のある登米の歴史的な町
並みも好きです。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

Monthly Hot Communication

Child

くん（２歳） くん（２歳）

2016年１月26日生まれ
迫町・横丁　美幸さんの長男
お兄ちゃんとして、よりたくましく
なりました。まだまだママに甘えて
いいんだよ。

2016年８月16日生まれ
登米町・五郎峯　将孝さんの長男
春にはお兄ちゃんになるね。優しく
カッコいいお兄ちゃんになってね。

警察官になって地域貢献
　小学１年の頃、地域の人に誘われたのが
きっかけで剣道を始めました。最初は、ただ
何となく放課後や夜の練習に参加したり、
大会に出場したりしていました。
　中学校でも剣道部に入部しましたが、小
学校時代よりも練習が厳しい先生に出会い
ました。基礎からの激しい練習の毎日に「本
当に続けていけるのか」と思うほどでした。
そんな毎日を過ごしているうちに、大会で
上位に入賞できるようになり、自分にも勝
つ力があると思えるようになってきまし
た。中学生活は残り少なくなりましたが、受
験勉強を頑張り、高校でも剣道を続けたい
と考えています。
　剣道を今まで続けることができたのは、
家族や先生の助言と指導のおかげです。私
を今まで支えてくれた人たちに恩返しがし
たいと思っています。将来は、剣道を生か
し、強くて人を助けられるような警察官に
なり、地域に貢献したいです。
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Half Century
Monthly Hot Communication

仲
人
の
紹
介
で
、私
よ

り
父
が
気
に
入
っ
た
の
。農
作
業
を

し
た
こ
と
が
な
が
っ
た
か
ら
、農
家

に
嫁
ぐ
の
が
不
安
だ
っ
た
よ
。

一
緒
に
な
り
だ
い
な
っ
て

思
っ
た
よ
。最

初
は
お
と
な
し
い
人

だ
と
思
っ
た
ん
だ
け
ど
、仕
事
は

厳
し
く
て
嫌
だ
な
っ
て
思
っ
た
の
。

農
作
業
が
大
変
で
何
度

も
実
家
に
帰
り
た
い
っ
て
言
っ
て

た
ね
。草
取
り
も
ま
と
も
に
で
き
な

が
っ
た
の（
笑
）。

実
家
に
帰
ら
れ
っ
と
困
っ

か
ら
、10
年
た
で
ば
時
代
が
変
わ
っ

「
家
族
と
古
里
に
感
謝
」

　

私
は
、約
１
０
０
坪
の
茅か

や

葺ぶ
き

屋

根
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。戦
後

の
生
ま
れ
な
の
で
、戦
争
の
記
憶

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、３
歳
ぐ
ら
い

の
頃
、痩
せ
細
っ
た
兄
が
戦
地
か

ら
帰
っ
て
き
た
光
景
が
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
幼
少
期
は
、と
て
も
元
気

で
、い
つ
も
走
り
回
っ
て
い
ま
し

た
。小
学
校
に
入
学
し
、家
か
ら
４

㌔
㍍
の
通
学
路
を
徒
歩
で
通
う
の

は
大
変
で
し
た
が
、６
年
間
欠
席

す
る
こ
と
な
く
通
学
し
ま
し
た
。

小
学
５
、６
年
の
頃
、田
植
え
が
始

ま
る
農
繁
期
に
な
り
、大
人
が
忙

し
く
な
る
と
、ま
だ
小
さ
か
っ
た

お
い
の
面
倒
を
見
る
よ
う
に
言
わ

れ
、学
校
に
一
緒
に
連
れ
て
行
き

ま
し
た
。お
腹
が
す
い
て
泣
い
た

と
き
は
、お
づ
こ（
母
乳
）を
飲
ま

せ
る
た
め
、母
が
い
る
田
ん
ぼ
に

Monthly Hot Communication

One's Home

　

今
月
は
、道
の
駅
林
林
館「
森
の

茶
屋
」の
熊
谷
信ま

こ
と

駅
長
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

新
米
の
ほ
か
、マ
イ
タ
ケ
や
シ

メ
ジ
な
ど
の
山
の
幸
が
旬
を
迎
え

ま
し
た
。ゴ
ボ
ウ
、ニ
ン
ジ
ン
や

サ
ト
イ
モ
な
ど
、芋
煮
の
材
料
に

ぴ
っ
た
り
の
食
材
も
取
り
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
マ
イ

タ
ケ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
舞

茸
ラ
ー
メ
ン
が
人
気
で
す
。

　
「
東
和
の
秋
ま
つ
り
」が
10
月
27

日（
土
）に
東
和
総
合
支
所
西
側
の

特
設
開
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。秋

の
味
覚
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
直
売

の
ほ
か
、郷
土
料
理「
は
っ
と
」や

中
学
生
が
自
ら
企
画
し
た
商
品
を

販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、郷
土
芸
能
や

よ
さ
こ
い
の
披
露
、小
・
中
学
校
の

合
奏
や
吹
奏
楽
の
発
表
な
ど
が
あ

か
ら
頑
張
れ
っ
て
言
っ
て
だ
ま
し

て
た
よ（
笑
）。

よ
く
言
え
ば
お
お
ら
か
。

と
に
か
く
几き

帳ち
ょ
う

面め
ん

だ
か

ら
、い
ろ
い
ろ
大
変
な
の
。

た
ま
に
は
、け
ん
か
す
ん
の

も
必
要
だ
と
思
う
よ
。

だ
ま
っ
て
付
い
て
い
く

だ
け
だ
ね
。け
ん
か
に
な
っ
た
ら
私

か
ら
引
く
も
の
。

★

も
う
少
し
が
ん
ば
っ
て
働

き
た
い
。仕
事
を
辞
め
た
ら
、ゆ
っ

く
り
温
泉
や
旅
行
に
女
房
を
連
れ

で
っ
て
あ
げ
た
い
な
っ
て
思
っ
て

ん
の
。苦
労
掛
け
だ
か
ら
ね
。

た
ま
に
は
け
ん
か
す
ん
の
も
必
要

行
き
、ま
た
学
校
に
戻
る
こ
と
も
。

授
業
中
に
眠
く
て
泣
い
た
と
き

は
、先
生
か
ら「
廊
下
に
出
て
ほ
ろ

げ
」と
言
わ
れ
、お
ん
ぶ
し
て
背
中

が
重
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

学
校
で
、お
い
の
世
話
を
す
る
の

が「
お
し
ょ
す
い
」と
思
っ
た
の
を

記
憶
し
て
い
ま
す
。今
思
え
ば
、そ

の
こ
と
が
自
分
自
身
に
と
っ
て
社

会
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
家
は
農
家
だ
っ
た
の
で
、

中
学
を
卒
業
し
て
か
ら
本
格
的
に

手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。農

業
の
ほ
か
に
も
、林
業
や
養よ

う

蚕さ
ん

業

も
営
み
、ほ
と
ん
ど
休
み
も
な
く

９
年
間
働
き
ま
し
た
。農
作
業
が

終
わ
る
と
、ご
苦
労
様
会
が
民
宿

で
開
か
れ
、歌
っ
た
り
踊
っ
た
り

し
た
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

大
人
に
な
る
と
、父
か
ら
近
所

に
嫁
ぐ
よ
う
に
言
わ
れ
続
け
ま
し

た
。都
会
へ
の
憧
れ
が
強
か
っ
た

の
で
、両
親
の
反
対
を
押
し
切
り
、

東
京
に
行
く
こ
と
を
決
意
。出
発

の
日
の
朝
、母
が
大
粒
の
涙
を
流

し
て
い
た
の
が
今
で
も
心
に
焼
き

付
い
て
い
ま
す
。上
京
後
も
母
の

こ
と
が
ず
っ
と
気
掛
か
り
で
し
た

が
、母
を
１
０
０
歳
ま
で
介
護
し

て
も
ら
っ
た
姉
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
。現
在
は
卓
球
の
学
童
ク
ラ

ブ
や
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
指
導

し
て
い
ま
す
。私
を
育
て
て
く
れ

た
家
族
と
古
里
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

り
ま
す
。お
楽
し
み
抽
選
会
も
開

催
す
る
予
定
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。道

の
駅
林
林
館

「
森
の
茶
屋
」

☎
０
２
２
０（
４
５
）１
２
１
８

東
和
の
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
み

や
ぎ
北
上
商
工
会
東
和
支
所
内
）

☎
０
２
２
０（
４
５
）２
１
２
１

●
12
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、10
月
31
日（
水
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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加
者
を
募
集
し
ま
す
。

11
月
14
日（
水
）〜
12
月
19

日（
水
）毎
週
水
曜
午
後
７
時
〜
９

時

中
津
山
公
民
館（
多
目
的

ホ
ー
ル
）

市
内
在
住
者

１
５
０
０
円

電
話

11
月
９
日（
金
）中

津

山
公
民
館

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
５
３
３

　

み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

蕎
麦
を
食
べ
た
り
、楽
し
み
な
が

ら
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
の
取
り

組
み
を
学
べ
ま
す
。

11
月
25
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
１
時

コ
ン
パ
ス
と
め（
迫
町
佐

沼
字
下
田
中
60
―
１
）

５
０
０
円

と
め

市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム（
担
当
＝

熊
谷
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）０
２
６
６

０
２
２
０（
２
３
）８
４
４
２

糸info@
tom
e-forum

.jp

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

11
月
６
日（
火
）

〜
11
月
22
日（
木
）

12
月
７
日（
金
）▼
学
科

試
験
、面
接

石
巻

高
等
技
術
専
門
校（
石
巻
市
門
脇

字
青
葉
西
27
―
１
）

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

０
２
２
５（
９
４
）７
３
９
９

※
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）で
も
申
し
込
み
可
能

　

米
山
丸
山
太
鼓
の
皆
さ
ん
が
指

導
す
る
ふ
れ
あ
い
太
鼓
教
室
の
参

ジ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
❶
参
加

者
全
員
の
氏
名
❷
住
所
❸
電
話
番

号
❹
託
児
希
望
者
は
、子
ど
も
の

氏
名
、年
齢
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無

を
記
入
し
申
し
込
み
く
だ
さ
い

11
月
16
日（
金
）（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

企
画

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

糸shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

　

親
子
で
体
験
保
育
が
で
き
ま

す
。希
望
者
は
、３
日
前
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

11
月
22
日（
木
）午
前
９
時

45
分
〜
11
時

白
鳥
ゆ
め
っ
子
園

３
歳
未
満
児

込
み
）ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力

の
あ
る
人

自
動
車
整
備
科
、金
属

加
工
科
、木
工
科

※
募
集
定
員
は
推
薦
選
考
の
結
果

に
よ
っ
て
人
数
が
異
な
り
ま
す

２
２
０
０

円※
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
人

は
、減
免
申
請
が
可
能
で
す

平
成
31
年
３
月
に
高

等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
は
、

入
学
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
に
提

出
。そ
れ
以
外
の
人
は
、応
募
者
の

住
所
地
の
公
共
職
業
安
定
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

※
入
学
願
書
は
専
門
校
ホ
ー
ム

時
〜
11
時（
３
歳
以
上
未
就
学
児
、

小
学
生
対
象
）▼
午
前
11
時
〜
正

午（
中
高
校
生
対
象
）

飛
鳥
未
来
き
ず
な
高
校

（
体
育
館
）（
米
山
町
中
津
山
字
筒

場
埣
２
１
５
）

Ｋ
き
Ｉ
Ｃ
Ｋ
‐
Ｉ

き

Ｔ
氏

５
０
０
円

飛
鳥
未

来
き
ず
な
高
校（
担
当
＝
阿
部
・
下

村
）

☎
０
２
２
０（
５
５
）３
７
７
０

糸abe-m
asataka@

sanko.ac.jp

高
等
学
校
を
卒
業（
見

　
「
デ
キ
る
男
に
な
る
！
〜
う
ち

の
夫
は
片
付
け
上
手
〜
」を
開
催

し
ま
す
。12

月
１
日（
土
）午
後
２
時

〜
４
時

南
方
庁
舎（
２
階
大
会
議

室
）

衣
類
や
小
物
の
整
理
整

頓
、能
率
的
な
片
付
け
方
の
基
礎

を
学
び
ま
す

市
内
に
在
住
す
る
夫
婦

※
男
性
の
み
の
参
加
も
可
能

40
人無

料

無
料

※
１
〜
６
歳
の
未
就
学
児（
先
着

５
人
程
度
）

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

触
れ
合
い
遊
び

白
鳥

ゆ
め
っ
子
園

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
０
８

　

企
業
の
従
業
員
、市
内
各
種
団

体
・
行
政
関
係
者
向
け
に
、ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
企
業
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

※
興
味
・
関
心
の
あ
る
人
は
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す

】11
月
20
日（
火
）午
後
２
時

〜
４
時

中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

川
島
高た

か

之ゆ
き

氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン

理
事
）

無
料各

総
合
支
所
、公
民

館
な
ど
に
あ
る
申
込
書
を
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
送
信
す
る
か
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い

11
月
９
日（
金
）

１
０
０
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

企
画

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

　

農
業
販
売
分
野
に
特
化
し
た
人

材
育
成
を
目
的
と
し
た
講
習
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。講
習
で

は
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、ビ
ジ
ネ
ス

テ
ク
ニ
ッ
ク
、野
菜
加
工
処
理
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
知
識
と
技
術
の

取
得
に
よ
り
、即
戦
力
に
な
る
人

材
を
育
成
し
ま
す
。

11
月
26
日（
月
）〜
平
成
31

年
１
月
25
日（
金
）

飛
鳥
未
来
き
ず
な
高
等
学

校（
旧
米
山
高
校
跡
地
）

無
料（
教
科
書
代
な
ど

は
別
途
自
己
負
担
）

11
月
１
日（
木
）ま
で

15
人

三
幸

学
園
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
５
）３
７
７
６

　

市
内
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、た

く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

※
見
学
の
み
の
参
加
も
可
能

11
月
18
日（
日
）▼
午
前
10

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

▶

▶

▶

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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き
ま
す

◉
　

利
用
証
の
申
請
は
、申
請
書
を

申
請
窓
口
で
あ
る
県
庁
ま
た
は
県

の
各
保
健
福
祉
事
務
所（
地
域
事

務
所
）に
持
参（
県
庁
の
み
郵
送
申

請
も
可
能
）に
よ
り
申
請
で
き
ま

す※
申
請
書
は
、申
請
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

※
詳
し
い
交
付
対
象
者
の
基
準
や

対
象
区
画
が
設
置
さ
れ
て
い
る
協

力
施
設
は
、県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す県

保
健
福
祉
部
社

会
福
祉
課（
地
域
福
祉
推
進
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
５
１
９

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
教
育
活
動
を

見
学
で
き
る
学
校
公
開
を
実
施
し

ま
す
。

11
月
12
日（
月
）〜
16
日

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊎

◉

☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

㊎

◉

☎

㊐

◉

☎

㊍

◉

☎

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
５
８

　

創
業
に
関
す
る
基
本
、資
金
調

達
、相
談
な
ど
、事
業
を
始
め
る
皆

さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

信
用
保
証
協
会
は
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、事

業
に
必
要
な
資
金
を
金
融
機
関
か

ら
借
り
る
と
き
に
保
証
人
に
な

り
、お
金
を
借
り
や
す
く
な
る
よ

う
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

を
営
ん
で
い
る
、ま
た
は
こ
れ
か

ら
営
む
人

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時
20
分

登
米
総
合
産
業
高

等
学
校（
担
当
＝
髙
橋
・
熱
海
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
６
６
６

　　

公
共
下
水
道（
迫
処
理
区
）の
都

市
計
画
決
定
の
変
更
案（
雨
水
施

設
の
見
直
し
）に
つ
い
て
市
民
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
５
日（
月
）午
後
７
時

か
ら

迫
公
民
館（
大
会
議
室
）

建
設
部
下
水
道
課

（
施
設
整
備
係
）

　
「
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
利
用
制

度
」は
、公
共
施
設
や
商
業
施
設
な

ど
の
障
が
い
者
用
駐
車
区
画
に
、

要
介
護
認
定
の
人
、妊
産
婦
、怪
我

で
歩
行
困
難
な
人
な
ど
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
、宮
城
県
が
利
用
証

を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

対
象
に
な
る
駐
車
区
画
を
利
用

す
る
際
は
、車
内
に
利
用
証
を
掲

示
し
ま
す
。

◉

　
　
　

　

障
が
い
者
や
要
介
護
認
定
の

人
、妊
産
婦
、怪
我
な
ど（
基
準
に

該
当
す
る
人
）で
歩
行
が
困
難
な

人◉
　

市
内
で
は
、次
の
公
共
施
設
で

利
用
で
き
ま
す（
９
月
30
日
現
在
）。

▼
市
役
所
迫
庁
舎
▼
市
防
災
セ
ン

タ
ー
▼
市
役
所
中
田
庁
舎
▼
中
田

保
健
福
祉
会
館
▼
市
役
所
南
方
庁

舎
▼
中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
▼
登
米
総
合
支
所
▼
中
田
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▼
米
山
総
合
支

所
▼
石
ﾉ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記

念
館
▼
石
越
総
合
支
所
▼
中
田
農

産
物
直
売
所
▼
津
山
総
合
支
所

※
市
外
で
も
、対
象
区
画
と
し
て

標
示
し
て
い
る
駐
車
場
で
利
用
で

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

宮
城
県
信
用
保
証

協
会
大
崎
支
店（
大
崎
市
古
川
東

町
５
―
46
）

☎
０
２
２
９（
２
２
）０
７
２
２

　

11
月
９
〜
15
日
は
、秋
の
火
災

予
防
運
動
期
間
で
す
。空
気
が
乾

燥
し
て
い
る
中
、ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。意
識
を
高
め
、火
災
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

◉
　

火
災
件
数
31
件
の
う
ち
建
物
火

災
15
件（
９
月
30
日
現
在
）

◉▼
灰
皿
に
は
水
を
張
る
▼
ガ
ス
こ

ん
ろ
な
ど
を
離
れ
る
と
き
は
、必

ず
火
を
消
す
▼
放
火
対
策
の
た

め
、家
の
周
り
を
整
理
整
頓
す
る

▼
住
宅
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

や
家
庭
用
消
火
器
を
設
置
す
る

◉
　

万
が
一
の
と
き
に
、火
災
警
報

器
が
正
し
く
作
動
す
る
よ
う
定
期

的
に
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。ま

た
、警
報
器
は
１
個
だ
け
で
は
不

十
分
で
す
。台
所
、寝
室
、階
段
の

天
井
面
に
取
り
付
け
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す

　

月
に
１
度
、作
動
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。製
品
に
よ
っ
て
、ボ
タ
ン

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、年
金
相

談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
、「
事
前
予
約
」を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。待
ち
時
間
の
少
な
い「
予

約
相
談
」を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前

か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す

※
申
し
込
み
の
際
は
、基
礎
年
金

番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳

や
年
金
証
書
な
ど
）を
用
意
し
て

く
だ
さ
い

　

予
約
方
法
は
、全
国
共
通
の
予

約
専
用
受
付
電
話「
０
５
７
０

（
０
５
）４
８
９
０
」ま
た
は
、お
近

く
の
年
金
事
務
所
に
、電
話
・
来
訪

時
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

を
押
し
た
り
、ひ
も
を
引
っ
張
る

タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
り
ま
す

　

早
め
に
電
池
交
換
し
ま
し
ょ

う
。電
池
が
切
れ
る
と
、音
や
ラ
ン

プ
な
ど
で
知
ら
せ
る
製
品
も
あ
り

ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
製
品
は
、電
池

の
寿
命
が
10
年
で
す

消
防
本
部
予
防
課（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

ま
た
は
最
寄
り
の
消
防
署
・
出
張

所

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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コ
ン
テ
ナ
お
お
あ
み

（
迫
町
佐
沼
字
大
網
２
１
８
―
１
）

無
料

コ
ン

テ
ナ
お
お
あ
み

☎
０
２
２
０（
４
４
）４
２
１
０

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、労
働
保
険

の
加
入
手
続
は
済
ん
で
い
ま
す

か
。労
働
者（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
労
働
保
険（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）に
加
入
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す（
農
林
水
産
の
一
部
の

事
業
は
除
き
ま
す
）。

　

労
働
保
険
へ
の
加
入
が
未
手
続

き
の
場
合
は
、速
や
か
に
労
働
局

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
又
ま
た
は
公

共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

で
も
相
談
で
き
ま
す
。

宮
城
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
課

☎
０
２
２（
２
９
９
）８
８
４
２

　

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」で
す
。児
童
虐
待
は
、社
会

全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。

　
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
見
つ
け
た
」「
出
産
や
子

育
て
に
悩
ん
で
い
る
」「
子
育
て
に

悩
ん
で
い
る
親
が
い
た
」時
に
は
、

次
の
相
談
窓
口
に
相
談
く
だ
さ

い
。

※
匿
名
で
相
談
出
来
ま
す
。連
絡

者
や
相
談
内
容
に
関
す
る
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す

「
未
来
へ
と 

命
を
繋
ぐ 

１い
ち

８は

９や
く

」

▼
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

▼
東
部
児
童
相
談
所　
　
　
　
　

☎
０
２
２
５（
９
５
）１
１
２
１

※
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル「
１
８
９
」で
も
相
談
で
き
ま

す
　

母
子
・
父
子
家
庭
が
抱
え
る
養

育
費
や
親
権
な
ど
の
課
題
解
決
の

た
め
、弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

※
相
談
は
、事
前
に
予
約
が
必
要

で
す

❶
11
月
20
日（
火
）午
後
１

時
〜
２
時
❷
平
成
31
年
２
月
19
日

（
火
）午
後
１
時
〜
２
時

登
米
保
健
所（
２
階
相
談

室
）

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

❽
津
山
・
豊
里
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

❾
豊
里
分
室

☎
０
２
２
５（
７
６
）４
８
１
１

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

毎
週
月
〜
土
曜
／
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ（
古
川
）

15
〜
39
歳
の
無
業
状
態
の

人
、そ
の
保
護
者
、家
族

無
料

電
話
予
約

み
や
ぎ
北
若
者
サ

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

❶
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

❷
中
田
・
石
越
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
６
１
１

❸
石
越
分
室

☎
０
２
２
８（
３
４
）４
１
５
１

❹
東
和
・
登
米
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

❺
登
米
分
室

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
９
０

❻
米
山
・
南
方
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

❼
南
方
分
室

☎
０
２
２
０（
５
８
）４
３
１
１

務
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

高
齢
者
で「
最
近
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
た
」「
病
院
に
連
れ
て
行
き

た
い
が
、本
人
が
行
き
た
く
な
い

と
言
っ
て
い
る
」「
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
し
話
す
」な
ど
、気
に
な
る
こ

と
や
困
り
ご
と
が
あ
る
と
き
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。精
神
科
医
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い

11
月
26
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、選
挙

人
名
簿
か
ら
、く
じ
で
無
作
為
に

抽
出
し
た
名
簿
を
も
と
に
、全
国

の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま

す
。

　

平
成
31
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
は
、11
月

中
旬
に
名
簿
記
載
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

※
こ
の
通
知
は
、２
月
か
ら
約
１

年
間
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
、

具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
に

選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

仙
台
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課（
庶
務
係
）

☎
０
２
２（
２
２
２
）６
１
１
５

仙
台
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

（
庶
務
係
）

☎
０
２
２（
７
４
５
）６
２
０
３

　

震
災
時
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
手
に
よ
っ
て
収
集
や
洗
浄
さ

れ
た
写
真
な
ど
の
震
災
拾
得
物

を
、専
用
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

　

閲
覧
は
、南
三
陸
町
社
会
福
祉

協
議
会（
宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸

町
志
津
川
字
沼
田
14
―
３
）の
常

設
閲
覧
に
加
え
、登
米
市
で
出
張

閲
覧
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、思

い
出
の
写
真
を
探
し
に
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

11
月
21
日（
水
）午
前
10
時

〜
午
後
５
時

中
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
娯
楽
室
）

南
三
陸
町
役
場
保

健
福
祉
課（
被
災
者
支
援
係
）

☎
０
２
２
６（
２
９
）６
４
５
１

　
「
法
の
日
」記
念
行
事
と
し
て
、

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
を
開
設

し
ま
す
。登
記
全
般
、相
続
、債
務

整
理
、成
年
後
見
、裁
判
手
続
き
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

10
月
29
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

迫
公
民
館宮

城
県
司
法
書
士

会（
登
米
支
部
長
＝
佐
竹
孝た

か

行ゆ
き

）

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
５
９

　

11
月
12
〜
25
日
は
、女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で

（平成30年9月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,606 10,007 10,578 20,585 （17）

登米 1,808 2,332 2,525 4,857 （▲3）

東和 2,367 3,127 3,261 6,388 （▲9）

中田 5,093 7,640 8,010 15,650 （▲18）

豊里 2,135 3,272 3,339 6,611 （▲10）

米山 2,819 4,475 4,635 9,110 （▲12）

石越 1,584 2,432 2,459 4,891 （▲3）

南方 2,695 4,243 4,413 8,656 （2）

津山 1,159 1,573 1,710 3,283 （▲18）

合計 27,266 39,101 40,930 80,031 （▲54）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　仕事が忙しくなる時は、一時停止場所での確認が甘くな
り、交通事故に結びつきやすくなります。
　交通ルールを厳守して気持ちを引き締めましょう。
　また、日没が早いので、外出する際は反射材を身に付け、
交通事故に遭わないように注意しましょう。

（平成30年9月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H30 H29 増減数

人身事故
発生件数 137件 140件 ▲3件

死者数 4人 2人 2人

負傷者数 172人 184人 ▲12人

物損事故
発生件数 1,159件 1,131件 28件

※平成30年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.04 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

す
。夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、暴
言
、性
犯
罪
、売
買
春
、セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
は
、女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
し
、決
し
て
許
さ

れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

合
い
、対
等
な
関
係
が
築
け
る
よ

う
、男
女
間
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う
。相
談
す
る
こ

と
で
、一
人
で
は
気
付
か
な
か
っ

た
解
決
方
法
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

み
や

ぎ
男
女
共
同
参
画
相
談
室
一
般
相

談（
受
付
時
間
＝
月
〜
金
曜（
祝

日
、年
末
年
始
を
除
く
）午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
45
分
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
５
７
０

　

市
内
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
て
み

た
い
人
や
、自
分
の
特
技
を
生
か

し
た
仕
事
を
し
て
み
た
い
人
な
ど

を
対
象
に
、起
業
・
創
業
に
つ
い

て
、専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
直
接
相

談
に
応
じ
ま
す
。

月
〜
金
曜（
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
）

※
土
日
や
、時
間
外
を
希
望
す
る

場
合
は
、必
ず
事
前
に
予
約
く
だ

さ
い

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
２
９（
２
１
）７
０
２
２

　

11
月
12
〜
18
日
の
７
日
間
を
全

国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」強
化
週
間
と
し
、通
常
よ
り

も
時
間
を
延
長
し
て
相
談
電
話
を

開
設
し
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、職
場
で
の

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

家
族
間
で
の
問
題
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、人
権

擁
護
委
員
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま

す
。

※
相
談
は
無
料
で
、予
約
は
不
要

で
す
。秘
密
は
固
く
守
り
ま
す

❶
11
月
12
日（
月
）〜

16
日（
金
）午
前
８
時
30
分
〜
午

後
７
時
❷
11
月
17
日（
土
）、18
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

仙
台
法
務
局
人
権

擁
護
部

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
３

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

広
報
と
め
10
月
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。３
㌻【
第
67
回
県
中
総

体
結
果
】水
泳
▼
女
子
総
合
＝
②

佐
沼
中（
追
加
）▼
男
子
１
０
０
㍍

バ
タ
フ
ラ
イ
冨
士
原
和
仁
さ
ん
の

順
位
＝
⑨
▼
女
子
１
０
０
㍍
平
泳

ぎ
石
川
晴
花
さ
ん
の
順
位
＝
①
▼

女
子
２
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
＝

⑧
佐
々
木
美
空（
追
加
）
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観客に聴く

　

団
員
は
、夏
休
み
返
上
で
練
習

に
励
ん
だ
。練
習
量
は
自
信
と
な

り
、本
番
で
は
堂
々
と
演
じ
、観
客

を
魅
了
す
る
キ
ャ
ス
ト
た
ち
。２

時
間
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、あ
っ

と
い
う
間
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え

た
。客
席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
、舞
台
は
大
成
功
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
た
。

　

舞
台
は
キ
ャ
ス
ト
の
努
力
だ
け

で
は
成
り
立
た
な
い
。舞
台
道
具

や
衣
装
製
作
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
に

支
え
ら
れ
、見
に
来
て
く
れ
る
人

た
ち
が
い
て
こ
そ
成
功
す
る
。

　

16
回
も
の
公
演
を
成
功
さ
せ
て

き
た
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
は
、登

米
市
の
芸
術
文
化
を
育
み
、こ
れ

か
ら
も
夢
の
あ
る
世
界
を
演
じ
続

け
る
は
ず
だ
。

2

3

4

1

　

２
０
１
８
年
９
月
８
日
の
午
後

４
時
。登
米
祝
祭
劇
場
の
大
ホ
ー

ル
で
、最
後
の
練
習
と
な
る
通
し

舞
台
稽
古
を
終
え
た
団
員
た
ち
。

こ
の
１
年
間
厳
し
い
練
習
に
励
ん

で
き
た
。そ
れ
は
、こ
れ
か
ら
迎
え

る
本
番
の
た
め
だ
。開
演
２
時
間

前
の
全
体
会
。「
緊
張
感
に
負
け

ず
、み
ん
な
で
心
を
一
つ
に
し
て

全
力
で
頑
張
ろ
う
」と
、団
員
は
気

合
い
を
込
め
た
。

　

午
後
６
時
。観
客
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
会
場
の
照
明
が
消
え
、ス

テ
ー
ジ
が
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ

た
。舞
台
が
幕
を
開
け
、キ
ャ
ス
ト

た
ち
が
元
気
よ
く
ス
テ
ー
ジ
に
飛

び
出
し
た
。

　
「
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
」は
、地

域
に
根
ざ
し
て
活
動
す
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
劇
団
。団
員
は
市
内
と
近

隣
市
町
の
小
中
高
生
で
構
成
さ

れ
、今
回
の
公
演
で
は
団
員
29

人
、準
キ
ャ
ス
ト
６
人
が
60
を
超

え
る
役
を
演
じ
た
。

　

運
営
、広
報
活
動
、舞
台
道
具
や

衣
装
の
製
作
な
ど
、ほ
と
ん
ど
の

役
割
を
保
護
者
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
担
い
、年
１
回
の
公
演

に
向
け
て
、団
員
と
関
係
者
が
１

年
が
か
り
で
準
備
を
し
て
き
た
。

　

演
劇
集
団「
お
む
ら
い
す
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
」を
主
宰
す
る
渡
部
三み

妙さ

子こ

さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
脚
本
が

５
月
に
完
成
。キ
ャ
ス
ト
は
劇
団

内
の
選
考
会
で
決
ま
っ
た
。

5

育まれる芸術文化

　

内
気
な
少
年
ジ
ェ
ス
が
通
う

田
舎
の
学
校「
ア
ス
テ
リ
ズ
ム
ス

ク
ー
ル
」。新
学
期
、ジ
ェ
ス
の
ク

ラ
ス
に
レ
ス
リ
ー
と
い
う
女
の
子

が
転
校
し
て
来
た
。思
っ
た
こ
と

を
は
っ
き
り
い
う
彼
女
は
、す
ぐ
に

上
級
生
に
に
ら
ま
れ
て
し
ま
う
。

　

学
校
で
も
家
庭
で
も
孤
独
を
感

じ
て
い
た
二
人
は
あ
る
日
、偶
然

見
つ
け
た
ロ
ー
プ
で
小
川
を
飛

び
越
え
て
森
に
入
り「
テ
ラ
ビ
シ

ア
」と
い
う
想
像
上
の
妖
精
の
王

国
を
造
り
出
す
。そ
の
王
国
で
の

冒
険
を
通
し
て
友
情
を
深
め
て
い

く
二
人
は
、現
実
の
学
校
で
も「
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
正
面
か
ら
向
き
合

う
」と
い
う
冒
険
に
挑
む
。

「
レ
ス
リ
ー
」を
演
じ
た

佐
沼
中
３
年（
迫
町
大
網
東
）

出演者に聴く

「
ジ
ェ
ス
」を
演
じ
た

中
田
中
３
年（
迫
町
八
幡
）

1団員たちは、互いを理解し合う大切さを、全身を使った迫
真のパフォーマンスで演じきった2個性豊かなクラスメイ
トたち3森の入り口にあったロープで小川を越えて、妖精
の国「テラビシア」へ4悪の支配者ナイトメアが、巨人ビビ
アンを使ってテラビシアを襲わせようとしていると知り、
ジェスとレスリーは一緒に戦うことを決意5ビビアンが、
みんなと遊びたくても力加減が分からず暴れているように
みえていたことにジェスは気付く。理解し合えれば友達に
なれると妖精たちを諭し、ビビアンと握手を交わす

67本番前の楽屋。団員ＯＧや保護者が役者の
ヘアメークを担当8団員ＯＧは、もぎりや会
場案内でも活躍9会場は市内外から訪れた親
子連れなどで満席。２日間で1138人が訪れた
舞台終了後、観客を見送るキャストたち

6

9 8 7

― 

あ 

ら 

す 

じ 

―



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

編

集

後

記

▼
芸
術
の
秋
。劇
団
ド
リ
ー
ム

☆
キ
ッ
ズ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

取
材
し
ま
し
た
。舞
台
裏
で
は
、

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
ピ
ー
ス
サ

イ
ン
を
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た

ち
。和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
無
邪
気
に
笑
い
合
っ
て

い
た
子
ど
も
た
ち
が
、本
番
に

な
る
と
一
変
。真
剣
な
眼
差
し

で
演
じ
て
い
る
姿
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。（
小
野
寺
）

▼
中
総
体
新
人
戦
の
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。６
月
の
中

総
体
の
と
き
は
、ま
だ
幼
さ
が

残
っ
て
い
た
１
年
生
も
堂
々
と

プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。子
ど

も
の
成
長
は
本
当
に
あ
っ
と
い

う
間
だ
と
実
感
。親
と
し
て
、子

ど
も
の
成
長
に
負
け
な
い
よ
う

に
、自
分
も
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
。（
高
橋
）

▼
９
月
に
開
催
さ
れ
た
長
沼
レ

ガ
ッ
タ
に
参
加
し
ま
し
た
。初

日
の
練
習
で
は
、艇
を
出
発
さ

せ
る
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、練
習
を
重
ね
、大
会
で

は
決
勝
に
進
出
。決
勝
戦
で
は

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、青

空
の
も
と
、良
い
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。参
加
、

運
営
し
た
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。（
三
浦
）

　「昨年までは初戦敗退だったので、優勝できると
は思いませんでした」と喜びの表情を見せた。
　第54回和道会全国空手道競技大会は８月18、
19の両日、日本武道館などで開かれ、中学男子組
手の部で自身初の優勝を手にした。
　空手を始めたのは５歳の頃。父の知人から誘わ
れたのがきっかけで和道会菊田道場に入門した。
「全中（全国中学生空手道選手権大会）は県予選で
負けて悔しかったので、この大会では勝ちたかっ
た。まずは初戦突破が目標」と話す川熊さんは、小
学６年から２年連続で出場したが、いずれも初戦
敗退。「大会になると緊張して体が動かなくなる。
技術も大切だが、気持ちの弱さが最大の課題」と自
分の弱点に向き合い稽古に励んだ。

　「今年こそ絶対に勝つ」と強い気持ちで臨んだ大
会では、目標にしていた初戦を難なく勝利。「初戦
を突破して自信が持てた」と、その後も快進撃を見
せ、準決勝まで駒を進める。迎えた準決勝、相手は
昨年準優勝の実力者だ。「相手は強いが、自分がで
きることをやろう」と平常心で自分の空手を貫き、
５対４で接戦を制した。続く決勝、序盤は相手の
フェイントに惑わされ、得意のカウンターのタイ
ミングが合わなかったが、冷静に相手を観察し、試
合中にタイミングを合わせて勝利。強い気持ちと
冷静な状況判断が優勝へと導いた。
　「優勝できたのはうれしいが、３年生になる来年
こそは全中に出場したい」。強い決意を胸に秘め、
さらなる高みを目指す。
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